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頼性については問題が大きい。母親自身の能力の問題や

母親の子どもへの関心のもち方，習語発達に対する認識

の差などがその内容に大きく影響し客観的な情報となり

にくい。特に，子どものことばの遅れ犀不宏をもってい

る場合は，母親の情報はどうしても不安・期待・願望を

反映した主観的なものとなるおそれが大きい。

　このような問題点をふまえ，それをカバーするため

に，どのような質問項目を設定すうか，母親の情報の客

観性を高めるにはどうするかというごとが原案作成上の

重要な問題点になると考えられる。

　母親から情報を聴取して言語発達を評価する方法とし

ては，言語能力発達質問紙，乳幼児精神発達診断法の一

部，Mec五amの尺度，などがある。それぞれ臨床的には

有意義なものであるが，わが国での標準化がされていな

かったり，あるいは詳細すぎたり筒単すぎたりして，た

だちにわれわれの要求にそうものがない。そこで，これ

らの内容を参考にして，われわれの目的にあうテストの

作成に着手した。

　2）　質問項目の選定

　現行の乳幼児対象の発達検査（乳幼児精神発達検査，

乳幼児精神発達診断法，MC　C乳幼児精神発達検査，鈴

木ビネ7検査など）および，言語能力発逮質問紙

Mechamの尺度の項目や，・発達心理学の文献にみられる

乳幼児の行動発達の記述の中から言語発達に関する項目

を選び出した。この際，日常生活で母親に観察されやす

い行動，多くの子どもが経験する可能性のある状況を採

択するよう配慮した。

　また，一般にはことばの遅れを表出面だけの遅れとし

てとらえる傾向が強く，親は，子どもは話しかけられた

ことは何でも理解するという受けとめ方をしているごと

が多いが，実際には理解面も運れている楊合が多い。し

たがって，理解と表出の両側面から発達状態を把握する

ことの必要性を考えた。

　この場合，　「理解」はシソボルとしてのことばにより

伝えられた他人の意思や感幡を理解したり，それに適切

に反応する能力としてとらえた。そして，この中には将

来「理解」の発達にかかわるであろうと考えられる，聴

覚的反応，表情やみぶりの理解，象徴行動などをも含め

・た。

　「表出」は音声の表出，話しことばとしてとらえた。

　こうして選択した項目を発達順に配列して原案を構成

した。この原案は，日本総合愛育研究所紀要第12集，幼

児の言語発達に関する研究一言語活動における母親の

役割一の中で，子どもの言謂発達を評価するために構

成し，使用したものであるが，一これをそのままスクリー

二．ングテスト作成のための第 其試案とした。質問項目の

構成は理解言語の発達をみよ』うとするもの32問，表出言

語の発達をみようとするもの42問，その他13間からなっ

ている。　（具体的内容は前記紀要P．162～164を参照）

2　予備テスト

　1） 第1次予備テスト　　　　　　、》

　第1次の予備テストは，昭和50年7月から51年7月に

わたって行った。

　調査対象は，愛育病院保健指螂部と佼成病院小児保健

部に来所した乳幼児で，母親との面接により資料を収集

した。被験者数および年齢は第1表の通りである。

第1表　第1次予備テスト被験者数

年　　齢

0；3
0＝6
0；9
1；0
1；3
1；6
1＝9

2＝0
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男

58

20

47

50

50

50

17

50

18

11

12

13

12

13

42工

女

72

28

48

50

50

50

14

50

17

14

15

25

17

28

478

計

130

48

95

100

100

100

31

100

35

25

27

38

29

41

899

　各質間項目について，年齢段階別，男女別に通過率を

算出し，発達的にみて選別力の十分でない項目を削除し

た。そして，難易度に応じて質問頂目の配列を修正し
た。

　この時点で，折半信頼係数は0，99であった。

　2）　第2次予備テスト

　第1次予備テス トの結果に蕊づき原案の修正を行い，

さらにいくつかの質問項目を追加して試案2を作成し

た。この際，特に留意したことは母親の報告の客観性を

高めるという点である。この、ため，質問頂目の内容を具

体的なものにして，子どもの活動状況を想起しやすいよ

うにするとともに，母親からは子どもの行動について具

体的な例示を求めて，調査者ができるかできないかの判

定をするよう配慮した。また，質閲項目を6か月ごとの

年齢段階に区分し，各質問について「できる」「時々で

きる」．「できない」　「やったことがないjの4種の回答

欄を設け，該当する欄にチェックする方法を採用した。
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第2表　第2次予備テスト被験者数】

年　　　齢 調査数．、

0：6 30　．

1＝0「 ・30

1＝6
30

盆 ＝．o
30

　、　

12＝6 120　
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r

質問項1目の梅成は「理解■136問，「衷出」34問かちなっ

、でいる。　

　第2次予備テストは昭和52年3月から8月まで実施

し，・対象は主とし1て佼成病院小児保健部に来所した乳幼

児である。月齢別の調査数は第2表の通りである。

　結果の処理は第一次予備テストと同様に行い，この時

、点での折半信頼係数は0』82であうた51r、・

ン3　本冨検1．査団
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　1）期間
昭和53年 6月から54年5月までの、1年間にわたり，各

調査地点で順次実施した。

　2）被験者

　愛育病院保健指導部，佼成病院小児保健部（ともに束

京都およびその近県の居住者）高島平県鯉相謙所（板橋

区）大津市健康管理センタァ，世田谷区肉保育所を手が

か．りと、して年齢該当者の中から無作為に選んだ。

　年齢段階の区分および被験者数に第3 衷の通りであ
る。

　3ン調査方法．

　①愛育病院，佼成病院，高島平保健相談所の被験者

については，研究担当者が直接母親との面接によって実

施した。

　②　大津市については，母親に質問紙を配布して直接

記入を求め，記入事項を研究担当者がチ轟ックする方法

をとった。 このように①と②の場合は資料の収集方法が

異る魁大津市の2歳6か月犀については研究軍当者が

直接母親との面接により資料を得ることもできたので，

アソケート方弍で得た資料と得点の差を橦討した。第4

衷に示したようにいずれも有意差は認めら机ながった。

アγケートの有効回答率は51％であったo

第4表面接・アソケートによる得点の差の検定

面接1アンケ州t

皿　結

N 20

∫II鱗副
47　一

23，9

26，5

50，4

1．61

0．72

0．49

　③保育所については，園長， 担任保母に手引雷を配

布して主旨の徹底奪はかって協力を依頼した。、

　④愛育病院，佼成病院での2次調査ではアソケート

方式を用いた。回収率は愛育55％，佼成64％であっ た。

　なお，r大津市，高恥平，保育所についての調査の実施

昨日本総合愛責研究所が担当した。

　4）　資料の処理

　このようにして得た資料について，記入範囲などで必

麟件脳酵ていな軸の燃き・・質問に対しrでき
る」場合をエ点，「とぎどきできるjを0．5点，「できな

》）」　匹やったことがない』を0点として得点を与えき。

そして，各質問項目ごとに年齢段階別，男女別の通過率

を・算出レ，琿人別に言語発達得点を算出した。

果

1　通　過　率

　1）質問項目配列の再検討

　各項目ごとに，各年齢段階別，男女別の通過率を算出i

した。

　質問項目は6か月商隔の年齢段階で区分し配置してあ・

るが，本検査の通過率に基づいて再検討 し，各年齢段階一

の子どもの65％以上が通過する項目をそれぞれの年齢段

階へ配置した。例えば，1歳半段階の質間項目は1歳6

か月または1歳9か月段階で65％以上の通過率を示すも

のであり，2歳段階の質問項目は2歳0か月および2歳；

3か月段階で65％以上の通過率を示すものを配置した。

　そして，各質問項目の配列を難易順に修正して最終案

とした。最終的に残された質問項目は「理解」30問，

「表出」31間である。

　第5表一1～2は，理解と表出の側面別に各質問項目i

の通過率と配列順を示したものである。

　2〉性差の検討

　幼児期の言語発達については，女児に優位な傾向が認1

められることが一般に知られている。

　第6表一1～4は，理解，表出の各質問項目の通過率．

を男女別に示したも．のである。

　各項目について，年齢段階ごとに比率の差の検定を行1

ったo表中＊印のある項目は，信頼度95％以上で有意差・

があるものである。「理解」29間（前・後・横の位置分

うち2か所以上わかる）1が2歳6か月段階で男児の合格

率が高くなっている以外は，いずれも女児の発達が早

く，特に表出の領域で有悪差のある原：目が多レ》

　質問項目を各年齢段階へ配置するにあたって65％以上，

の通過率を基準にしたが，男女別にみた揚合，　「理解」

　　　　　　　　　　　　　　　　　て　　ド30問（ごっこ遊びで役割をとって遊ぶ）は各年齢段階を

通じて男児の合格率が低く，この項目のみは基準条件を

満たしていない。

2　言語発達得点

　1）　得点の分布　　　　　l　l・・　　 1、　
1

　最終的に撰択された質問項目に対し，　「できる」と答

えたものに工点，「とぎどきできる」に0，5点』渡できな．

い」「やったことがない」を0点として，個人別に理解．

表出，合計の得点をそれぞれ算塒しぺ言語発津得点とし

た。本検査の途中で，3歳段階の質間項目の一部を修正

したた診，得点化に用い葎資料は表中に示した数であ・

る。

　各年齢段階別に合計得点の分布率を示したものが第1

図である。得点の級間はそれぞれの年齢段階の標準偏差
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第5表一1　言語発達スクリー昌ソグテスト蓮過率（全体）高珪解一 、　　、　　

番号．

　く呪質問項目しゼ
濃lil1　欝陰71ilf

61灘薯霧じてバイバイなど
71　　　「ちょうだい』と手を出すとも
　　っているも、のを渡す
81　　　「いけません」どいうと手をひ
　　っこめる

回鱗騨る継促駅
伺縫詰農携つち」な
斗堰錺㍊アマは≠ときく1・

12順隊瓢鴛うようだい」・

刈蟹ろ黎ペノ脚ると知ら・

141鷹揚昆落野」”熔

4・1蟹雛ろ魏縫愚
姻灘覆鷲毯繋轡1矯
真7勝磯欝｛応じ騨謝

181考鍵騰融い解ま
手gI灘麓搬贈・た響珊
2・1騰磐李？寒か・ら解され

釧、膝茗1’・蓼鷹贈熱1撫

刎綴離紘鱒く券罐以
樋1誘甕懇鑛鶉繍皇繍

き・書11・磯塑麟i“…

．…劉鐙め盛載嬢ヌ21 ε

輝鑛寒灘霧な力聯がと
亀引2写卑繋ま参が称な＝く渡ずL、与

瑚醗講の騨9・うラ2か所

i鯛ご謎卸鞭割を昂ぞ遊ぶ

o

i　　　　　　　　　　　～1 l　　　　I　 　　Ir
1 　　　Ir 　　l　　　　I　、　　1

し・陣かけると声のした方彦みる 100 1 11 卜帥割警＋…1・司㌃
刻音福し陣rつと聞く 98．3

1 1 口 ／」ll汁 ン’ 斗』

！㌧［r卜・
一司
曜の声きききわける 93．1

⑱2巨・・［
1　　以　　，　』

狛
ll
口1』

1』 』／

41名髄呼幽るすその辮樋 94・ 9劇　1
』1

「1

魯準r1一トli」』1
51顯や怒った顔蕨騨わかる go． 9載8　1、智』／憶腹鳥iヤr

：／

率 2〆

！：卜

61灘薯霧じてバイバイなど 56．9 91r1ヤ ∫9＄2二いト きゼr』r「－1’＼1， 、卜
71　　「ちょうだい』と手を出すとも　っているものを渡す

27．0 9・対 9宥 硲ヒ ・牡／ †
「

卜斗
81　　「いけません」どいうと手をひ　っこめる

4俄2
83∫g卜93ン 乏97ン・卜

酬薯L、IH
1、4』8

下鷹謹こあるもの齪されて 23．
』7・∫2卜86111 ’脚卜 や二・ lr』”目∫1㌧

万隈2詰農携つち」な 18，　』　曲　置 ＾鯛三瞬 纏娠…多 引．／』 怜ド井
斗堰錺㍊アマは≠ときく1 r・1231’

　1

i≡354ま31 L∋875’

　　　

1・二97ご1・二1 ひ￥∵』
一』 1 一レ』／『

12喫騰銭纏勢う創 5・庵6吟 9∫7ひ二56112画5ド叫 叫馴1レー†』
・二 、ド

刈蟹ろ黎殉脚ると知ら ’噛卜710ド42ヨ ご172司38218 こ9Lir釧　』1 へレt
141鷹揚昆落野」”’と計 ，暫 畔32r’51172’1卜⑱ 叫鐸I　ll ／…』 三』

・51蟹雛ろ魏縫愚 1』、」龍鋤無1 二llも512？85． 9臥1 f叫・〆1∴⊥」二

姻灘覆鷲毯餓翻浴 1二1！ト ・2 g」bl35∫3睡 ．鉱字ド83！6
碗6トト9812r9色 3卜・1

真7勝磯欝｛応じ騨謝 『1 llい｝5卜4｝61∫25fgll・5乞 8Llr頒r顛7卜9⑳i葭醗 1．！

181考鍵騰襯轡階 一零レ1 ・ポ5卜・2’41 3515卜4駄 7亀6睡59今519乱g険3卜 馴

手gI灘麟激畢響珊 縮ト217卜1叫37∫7／蘇 6臥3i 7嘘耐8乞81
・88』可諏

2・1騰磐李響鰭脚 計 1α5卜叫25r5卜42・ユ 6α7く42し盗ゴ785．6：・8曲マ．9αlo巨
釧、膝熱蓼ヒ1撫う馳物弓・ドトレ・・r7；ヰ窄α8．．4訊β』6臥5’剖・6陣 二

9鋼’196二9

要圭擁押蝉壁2か所以 匹トレ “！等lg・812b・31 4q荊麻8ド鮭 ’鋼βσ｝6

刺襲盤糧捜鍔轡’きカ｝ ［Y 一炉ヤ　い危112絃5険1［㌔ilt2じケ虚ρ隣i ，、卸1艇154

87嵐刎査麗縫セ欝く雛以
lr †す．1生・い叫 2弓171 卵＄♪5圃』

／矧誘甕懇鷺鴬脇 い 1卜』1：： 1 I　I 十齢 』56・8rケ2－1 瞬攣
一．111』2醐嘆膿蝋i、、 l　l l　l1

1117睡、／12ヂ／『

｝：・112

蟹瞳嘘颪レ欝 Ilξ：ヒ1 l　l 1』l　I 十刎・尉6臥4し鯛9魏

酬難寒轍騨囁がと口
1 1 1 L 4盆3145』5卜6部 融517蜘

亀ぎ1多プ卑《ま参が称なく渡ずL　じ 1 1　1 I　I 丁3軌8151．7卜6◎江』7艸8蜘
瑚醗講の位置9・うち2爾 11　　1i

1 斗馴1’4斜・卜晦”麺睡お
鯛ご謎卸鞭割を昂磁ぶ i」ゴ1 軌712131 1116ド矧耐

66？

、

1－

’曝7嘱

陰陰蓄箸糊翻

割欝、、ill 1 1 1 1 1二1…琳F
』ll卜re

太綜の枠は質問項目の配置年齢段階を示す。
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第5表一2

一＿
難，1。

番号
　　質問項目　　　　　調査数 180

・1アーアー・ウーウなど声を出す 100

21艀葛と陛出したり漢った 100

31声をたてて笑う 99．

41窪麓占ぞ要求したり・大人の 93．

51　バーバー・マンマンなど唇や舌　を使った音を出す

88．

言語発達スクリーニソグテスト通過率（全体）一表出一

　　　一一墾一臨。0昆1＝11エ21＝41酉1：7£1、1。1昆1、12迄2、42奪2，7甕1、1。2是1，1323，4』

61馨鶴みるとマンマのよう姥 47．

7隠舌うち9知声などをまね 50．

司藷凱霞濃議是季して 42．

g騰ことばのよう襯鞭陛 37．

i・瞬のあることぱを罰 21．

・8611942忽

　　l　I　I

　　I　I　［

　　I　I’1

99・2111
98・7111
輿．992．599．8i
　　　　　　　I

195　　　225　　　255　　　308　　　244　　　30工　　　112

76・31861 95・81 1
75・81g・1．97・31 1
6L818・・92・・1

58．6　　89．　　　98．0

ii灘蕪華il・葺iii装嘩
1
i

151おとなの言ったことばをまねる

1
19・gl
・33・864β 78、9L3

L…1
95．9

161名前を呼ばれると返綱す剤

・7晦裂窟猷響び桝て・
・81踊文を話す

1gl友だちの名前を覚えていう

2・陣な質問にことばで答える1

2・i自分のことを名前でいう』

劉　　「コレナニ・コレナニ」ときき　　たがる　　・…

23嘆瀦聾響炉ど脚を使

刎擬み嫡単な継をする

25 1ぎいくつ」 ときく と年朧答え

126剛陶調磁

・同

・・31

・・31

・・51

・，51

・・51

　［

134・8164・9 75・3186・1 9・・6194・31

い5・2138・ 7・・41

89、
96・81

114・3136， 69．3187．6 96・6［

1・9・2139・ 68・・183・ 93・31

17i・138，・ 67・61雛，
94181

エ3・4138．・
62．2　83．5 95．1

6・5118・7

・519・71

45．3　76．9

・・9164・5

坐9・・61

97i3

7・817・4134・・156・1 83・31g3・2

11・2126・gl39，3158，6 75，290．8

1　　　　　1　　　　　11
261r名前は」．ときくと姓名をいう

1117

9・・61943193，5188，4

　　　　　　　　I

　　　　　　　　I

　　　　　　　　l

　　　　　　　　I

　　　　　　　　I

　　　　　　95』81g8・21

　　　　　　96・3r97・3i

　　　　　　89・41g4，2一

・2・・2針・2gl1・2

113・3144，46L677，89．9 96．ρ

2714～5激を話す

28陣の姓名を欝

刎盛鹸塘ぞ藷｝と原因。結

太線の枠は質問項目の配置年齢段階を示す。

1 1 1 18・51 32・5147・gI
76．0

［ 1 1 14， 51 17・9133・gI 48．01 1 1 1 1・6・213・・2［
56．11 1 1 1 123・1129・81
52．1 1 ［ 1 117・5！3L81 53．

85・389・3i

69・4173・βi

68・6匝3，

68・2172・3／

6L6173．2

『
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第6表一i 言語発達ス妙一ニソグテス臆過率（男）r理解一
＝＊ 5％危険率で男女差のある項目

綿談壁陸階降響計
1；11　 2＝2　　2：5　　2＝8　　2＝11　　3＝2
0 ～2＝1　～2＝4　～2＝7～2：10　～3：1　～3：4

116　120　161　115　 144　59

11陛かけると声のした能樋 100 1 1 l　i ／ 卜1 1
21音や話し声をじっと聞く 98．9

1 レ r：1 1 ・レレ1
31母即声萱ききわける 95． i Ir’ レ1 1「1 　　1
41名瞬呼ばれるζその方をみる 97． 99．d ／ 1rヒ1 1 1 rl　I」
51笑顔や怒っな顔の表情がわかる 93．1 98．4

／　

　■

』1．』、卜 11』 l・

卜
61　誘いかけに応じてバイバイなど　の動作をする

＊46．6 89．8
98r5 ゴ1 1 1 1 ］ r卜

7陵麟お議手を出すとも 26．
9軌gig7』1 1… ；卜・L 卜1卜』レ

81　　「いけません」というと手をひ　っこめる

43．
9・13卜・9盆 圃… 1 1 1』卜』卜

gI　離れた所にあるものを促されて　みつける　　

26． 69回一細 ∵96屑－
／一 1
l　rl

1q隈髪謎襲携つち魚 18． 5臥g／釦 鮪・21・ 1 ド1 1／
1・慶磯暴ママは」ときく 21い　』　『　　』　ゴ

、ダ、屡1⑳5 勺6ゴ2r 1 rレト1
　　「新聞をもって来でちょう、だい」12　などのいいつけに従う

亡・ 11 rr ．7一㌧5翫1 》囲89・5 9乳81一叫
』1 rl・1

13贋ろ響穿岬なると知ら ・：二 ∫・卜 藍b陣‘8 』69・◎1・8義 93・1r9生2r ／　1　i
14「お目々は」「お口剛0叱糾　　くと2カ所以上指す ／r 堕6・51∵23』7 剛』83・3 97・ol 9＆31 l　l　l

・51鞍窮脇畿垂轄 』11』』5可、払 ’455』9
84．3 95．7鄭 即1 ドト

・61婁襲欝鷲蓄律魯諮 1・
・＝ 6・21 3L針鳩8 81．0‘

3．3 ’馴 9718「咽∬

171塗麓鵬鰐に応じて10こ以 1ゴ

1・11 ・叫 17．4＊44．8 8・・61－8亀’ 鯛g軌61瞬…r
・81孫2襲籍むいいつけをま1　じ

1：

r¢5r・乞9／ r3L41螂 7生il
851 224』94・3卜b5・51¢

・gl禦蒸鹸獣いたが9珊プ λ2「r21』61 31・8145・ 6乳21 7辱4 i．？6・ヤ÷ 82・6r86！5卜9軌2

・σ隠羅簗慰鱒鱒 ’ ゼト・lr：4』6卜23・713亀1 63，36ε． 蝋8乞8團㎞
刻蕊粋さいとヤ些捕わ ドト 15・917ユ1 4生81 65 186，3 9店8鮒、94ゆ

刺圭鵬中の位置璽中2蜥以 ”卜1 い・・211乳11釧蜘
㌘7』618L孕 瞼211 8言』8

刺警乞巖観難～も1輔か r r 11L912軌・1 5・41 5glβ r畑761繭2i83♂1
訓圭麗ぎ鮭醤く≧3色以 l　l㌧ 12・1い2・gl 3・・6「4乞i 6飢41r72』6 酬8蜘
・251濁響翼蹴繍騒 l　l l　l

I　I　　　　
　　　125．9

4白・5165・8・18i81」4

・61婁襲欝鷲墓て騨’・岬

171塗麓鵬鰐に応じて10こ以

・81孫2襲籍むいいつけをま

・蟻纂鹸獣いたヵ所冊二⊥塑
2σi嬰螺簗？勲構鱒
刻蕊粋さいとい解と がわ

刺圭鵬中の雌璽中2か灘
刺警乞巖観袈ぢも1’いきカ’

訓圭麗鑑麟く≧ 31色以
・25 1隊’賛墾．蟻鴇繊聖縫

…．』1噸騨の調査数

刎自分碓烈く言ゲ
囲輔竃忘磁霧たがり話がと

剣 2魔蘇願螺灘．
刺騰ふ馨の雌のうち2か所

訓 ごら雛雛囎をとつ宅遊ぶ
　1

1
1 i 1 1＊13・913ε・81 ＊5018
1 1 1
1巡1

66』9』 ？9・217ε汐

i 1 1 1 126・＄158・・11 ・62』 1 lL7／7g身
1 1 1 11

128・71＊53・7 』5Lβ 』ケOl・li6含・6

1 1 2・gI 1・．81 28，31＊43・2／ 60
．

＊57」61｝＊55；b

i 1 1 1 I　l　l 1

i”

太線の枠は質問項目の配置年齢段階を示す。
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第晦一2謂語発達スクリ呼ソグテスト通過率（女）一理解一

番号

質問項目

　　　10＝8
笹～o：10
調鱗1．．、93

・61婁撫蓬鷲響乞て鱗’鵬

・71鶴瑚號字に歩じマ0こ劉

181器鰐難禦ヤ’い轡ま

・gl鱗欝纂終塑くりr冊

2・1嬰鍔墜？考から牌熱

訓蕊1砂さ1いぐレ等うこと吻

2gI島蕩ヂの位即中3吻墜

」声をかけると声のした方をみる 100 1 1 I　rl l　l I　l
21齢話し声をじっと聞く

97． 1 1 I　l l　I I　l
31母親の声をききわける

90．9 9亀gl 1 1 i　l i　I
41名前を呼ばれるとその競みる

91． 9敏gI 1 I　l　I I　l
51獺や怒った顔の表情がわかる

88． 95．2
1．

I　I l　l　l
6陶催霧じてバイバイなど ＊66．7 92．5　97．9

卜l　l　I
1’1　目 」7陵麟お擁手を出すとも 28．0 9・・31g6・9

1
1

I　I
8 陰霧せん」というと手をひ 50． 8λ3194，9 97・61

g騰露にあるものを促されて
20．4 7・囚飢 9載71、

『l　l I　l
1・陵2砧齪あカ1馨つち」な 18．3

57，51
96，

9亀61」 l　l　l I　I
11　「パバどこ」　「ママは」ときく　　とその方をみる

26． 6軌8匝 9亀・1 1 1・ 『
圭」羅撫瞬耀墓・う押・31讐ろ黎ベルがなると知ら 9・7レ59，3

幼．493．3 9亀6腫」 99・71 l　l
7・ρ14L

・9141，

7生5卜8・、

母・3193・

8甑・19乳・1・。・　l　l、9乳3ヱ・…　　1

［
・4腰男旛鵬早は」一”とき

51懲艇脇繍尊 6・51
3＄・
案75・年18乳

9495　99．6 ．99・71卜1
・61婁撫蓬鷲響乞て鱗’鵬 いL9132・gI鵬・7 86・7卜9包3 剛 9絃4『馴
・71鶴瑚號字に歩じマ0唄 17・2135・41熾，2 81・71 94・ 98・・1 9絃411661』

181器鰐難禦ヤ’叫潔 1・…♀14。・・154・
72．9、88．9

96・gl 99i2卜97・11

・gl鱗欝纂終塑くりr冊 114・4137・31・5・．・ 叫82・ 8臥7［ 呂2・g陪gI

2・1嬰鍔墜鷲から牌熱
1、

／72127・446，7 5乳3175，6
88・真88・8・

♀・・81

盆・1蕊1砂さ1い頃こ拶や ト I　I絃512凱・ 42・2167・ 8鼠71 964 95・gl 99・・
2gI島蕩ヂの位即中3吻墜 』1 4L31脇型9L978・d、81」

94・3／8乳6

86・gl85・8～3階膿窺篠≦轡寧力）
1

i
」　L塾ll12軌813L・14臥9匝

34 欝齢翫鶴く嬢鰍、，
』1

l　l 窃・1いLII23・414絃 164・61・．r8ま7 8＄15国9

盆・鴎努罷骸摯」講 1 I　l　l　I 131・ 』53，7　7915 80．4　86．8
［ 1 I　　　　l　　　　l　　　　I　　　　I

41 、：7！£1，1。隅、12迄2，42酉2，7鯛、1。2場、13迄3．4

・・6r茄一iエ・9

135147112915753・

いL91

～3階膿窺恕ξ轡寧力）

．1瑚以吻調融
』26桓分碓額 し借う
刎撃瀧踊欝賠、がり聯‘と

劉2？までまち映な．く渡す

刺馳慰警僻勲，うう．2か所

副ごっ斗遊ぴで御をとって遊ぶ

　11 一

　l

　I

　I

　I

　I

・・41

　1

L⊥墜」寄4／61・
1『＊33・31 5…1＊8・3

1・148・4『＊56・51
69・7

1134・11些6・3！76，2

1123・・1＊29．6157・

・・7112・4138・11＊6L21
、．7L

I　l　l

69．153

2一

級・81g7二2

79・7睡・9

79・bI
綴・9

65ポ9175．4

亭7ぎ・2186で＄

　　1
太線の枠は質間項目の配置年齢段階を示す。
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第6表一3　雷語発達スグリーニソグテス ト通過率（男〉’．篇表出一 　Y＊5・％危険率で男女差のある項臥

擁誌遥i降降
1 1アーアー・ウーウなど声を出す 100
21　あやすと声を出したり，笑った
　　りする

100

31声をたてて笑う 100

41窪麓辰要求したり・大人の 94．3
51　バーバー，マソマンなど唇や舌
　を使った音を出す　　．

90．8

6囎与みるとマ7マのよう嫡 48．9

7隠舌うち’笑い声などをまね 44．

81　マソマ，ブーブなどくり返して
　議しかけると似た音をだす

41．

gI　話しこどぱのような調子で声を
　出す　　　　　　　．

371

10　意味のあることばを言う 20．1

川雛鵬』「チャーチヤ粘

1幽
「97

97．8

83・91921・

叫1：871

7・1 5卜9ヰ

騰釜・舗誓…欝3壽
レ
ll
レ 卜」 卜

1『レ』ITl 1』1 ／勺』卜

三＝
l　il ♪一

・』
：

卜昂卜
、1／『へ』・I 卜』卜†
卜1／』ニド 刃∵／i』 ・1∵

tl農

ン鈴』6卜ll 一1訳』卜”1ゴ／111

・盛94』5・』fレ1・／1 1 ／』 r
』95・司・漁 『レ㌧ヤ づ1』』1

IL

6α2トク81！9旨8畔！94ぎ3丁ζ98・クト1ド1 ドト
55191・f86レ1…96二2／ぞ1

2191』

い』

1・

ユ6」・蹴3季73．71』 8657…194・41編『1σ・

エ21絵や物をさしてその名前をいう空⊥塑 7・・3／∫87』

引 9．』7 　ヒヒr35ヲ
　己

・151おとなの言ったこどぱをま
樋

㌧こ69」5卜88・

＝」！・64』
・1級・

iら1 9よ1卜28｝9ざ；！lす8・5卜7393

副名前を騨れると返凝謁 計叫㌧・・5ド3・・gi59・5

171姦裂駿謬興匹

93・・1・96・7♪レ99・4
し

／・

95・31・9ま含1 ト99・71い［～i 卜
93、197・glg9∫7レ99ゼ・1』』

11

90．1 、93．

』卜「・ ・・ 卜12・31＊28二668・5

・81二激を話ポ1・顧’ ’† 卜・／〕乳3し＊25・

1g摩ちの名前を単麺・う ジ 、1
・1∫1卜2＝：61き14・4i＊3・」

箇単な質問にこ，とばで答える

211自艦瞳蝉でヤ・3・rlr

1・ドエ」・卜
・』
’・LgI＊311

＝曳 卜乳2＊26・

84．6

66．o卜80・

63・81＊75ピ

65・51』78・

・99・7卜ggrユ／ 』1

『

お・5
こ93』・1』92二1・182・2

』卿卜1勉i〔19銑』うい・

95・・199』 1卜99・・レ1

レ9Ld』9・よgl・・9需2卜1】i

9321 97ゴ・lg8』16卜

＊54．7　＊73．8－93」2「奇93．5』 98」・3 1　玩1

囲腺乞㌃吐・ コ肱二 ξきぎ二二L」∫ 4・21・・914Lき1＊6ゑ・8 85』・r92・6

23・ 』薙鍍饗ち な・ど騨を便 1 』r：・iP 1・・914・8135・3＊5α

囲絵を遍騨な継を瞳
「レ♪≦っ」』姦きく．≧年齢．を答え．

る

1／26剛陶調懲

鱗、II・ 99f2

1：殉＄1
．1ρ0㌧

／ 1 1 54

い3・41声32・1

列4移辮騙す 1 Ig・・1＊22・2

94ユト：ゆ558

85・擁丸03｝2

67ご、 62r・」6・・i・
59

デ56．O 1＊69，

46；3 69∫ 4

刺醐の廟を書う写r・』

…88㌧》3　　94・二f1

旨渉75‘8：；88二1

4，81＊9・3126ポ9 ＊36ン3 菟6・ご7卜6856

剛彪蕪叢藷孝と原鴎
綱難：熊穿明聴・どの；・とをま 1
刷鞭馳使硫欝 1 い3・gl27♪61＊37』9

β堺…7230

1農5叫、73＝7

太線の枠は質問項目の配置年齢段階を示す。
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第6表一4　言語発達スクリーニングテスト通過率（女）一→表出一

番号
質問頂目

　年齢

調査数

0：8一。＝、。0慧1：1121＝41簿1：7£1＝1。1場、112迄2，42奪2，7る1，1。2場、1323，1

93　　　93　　　97　　　106　　　90 ・・91135 147　　　129　　　157　　　　53

11アーアー・ウーウなど声を出す 100 1 ［ I　l I　I卜i
21奢霧と陛出したり・笑った 100 1 1 I　I　I I　I　I
31声をたてて笑う

98． i 1 l　I l　I　I　l
41齢搬要求したり・ 大人の 92．

98・41 1 I　I I　l　I
5　バーバー・マンマソなど唇や舌　を使った音を出す

86． 99．5 1 1 I　I　l　I
61魏享みるとマソマのよう嫡

47．3
86・4192．8 1 I　i　I　I　l

7隠舌うち輿穐どをまね 55．9 78・5186・ 97・21 1 i　I　l　l
81　マンマ，ブーブなどくり返して　話しかけると似た音をだす

46．2 8…189．7
99．11 l　l I　I　I

g騰ことばのよう姻子で陛 37．6
63・418・・ 95・81 i　l I　l

・・1鰍のあることばを罰
23．7 61．2　92．3100

　　　9

I　I　l　l
1・1雛鵬」「チャ〔チタソ」 2．2

23・・1勤・ ＊9L。lg6・7 98・211・・　1l　　I 1
121絵や伽さしてその名前をいう L1［1L314・・7 8LユIg2，8 97・71g9・61 I　I 1
13鵡ふりながらセ1イでくイ」と 3・211L8睡 79・71g4・ 98・21g9・31 l　I 1
1堰求をことぱで言う． 18・エ146．9 76・dg・・6 97・31g9・61 1 I　l
151おとなの言づたことばをまねる 1・3・413＄77・・8185・・

92．7　97，8 …I　I　l
16　名前を呼ばれると返亦をする l　l2・・1 4…17L7 78・4189・3 92・9195・31g4・61g5・3

・7廉裂膿謬びかけて・ I　I3・1い絃41 勤・6
72・51g3・3 98・6『98」1エ・・

・81踊文を話す 1／3・1い9，41惚．9 72・g睡7 98・31…1…1

19　友だちの名前を覚えていう I　l6・712生51憾，9 72・51粕L9 95・gIg8・41g9・71

20　簡単な質問にことばで答える l　IL6122・61％・1 69・71g・，3 96・6197・7i1・・1

211自分のことを繍でいう レi3・・12・・31獄・1＊70．2＊92．2 9乳399・6…1

2曝霧携コけ昌」・ときき 『I　I 9・・126・7149灘・69L2185・ 96・81g7・2

231‘羅霰雛好ど助蹴使 i　l　I 4・3115・6146・8卜77・491・21g絃1 98・711・・

24睡みて騨な叙述をする I　iい・gl13・gl3絃51獅．・ 87・8196・5 9＆4199，1

251ぎいくつ」ときくと響を獄 I　I　I12・713L7144・・！鵬・ 77・61g3・ 93・・195・3

126剛陶調磁 I　I　I　l　i　　　　61
163154 6glI53

26　　「名前は」　ときくと姓名をし、う I　I　I　l　I13・2陣・6絃5鵬，1 ．9ユ．3　98， 1

2714～5激旛す I　I　I　l　I 7・gI狙・31 5…182・8鵬・519Q56
281醐の姓名を欝 I　I　I　I．1 42睡4142・61鵬・8 76・／78・3
2噸鍮齢旙寺と原因。結 I　l　I　I　I 12L4135・21暫L3 72・518塩9・
3・1駐倉呈を朋などのことぱ r　I　l　i　I　I3・甲21 3・・51鵬・1 73・9172・6

311接綱鞭って謝 l　I　I　I　I　l2・・6137．・1榴，9 欄・3172溺

太線の枠は質間項目の配置年齢段階を示す。
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日本総合愛育研究所紀要 第15集

第7表　言語発達得点の平均値（M）と標準偏差（S　D）

鵠輔国　1理解［衷出匿計
Oll、㌶おOI18011翻／1111r12：lllll：ll

Oと曇錫＝11186［劃1：lll．錨111：81「

1ぎ、錫＝41194鵬1雅1 』騙121：蕩

111、箏1副刎轟ド1：llI』11：llド9111

1置，㌶訓1951蕊・111：1｝一11：llr31：ll・

1お31；1／2251謡1：211111－21：劉41：悉1

23，箏gl＝411171劃21：lll讐：き141：ll

211，箏1117112・1轟121：今ll211釧5拡

2毒、箏ll1011231轟121：1引、2愛：1劃51：蕎

211庸1112g協 121：毯1． 21：矧51：ll”

311、弼‘4國 劃2§：§31・2呈：1、151：争3’

〆、

＊印：各年齢段階間の値え、5綴以下の危険率で有意

　　差のあるものを示す。、　・ 　　　．r

＼

を基準にして区分してあるd図で明らかなようにヒ2歳

段階までは平均得点を中心に，ほぽ左右対称の分布にな

．q正規分布に近い曲線を示レて疑浄。しかし，2歳3か

月段階以後は， 得点の頭打ちの現象がみられ正規分布に

1騨ってい蝿これ頗問騨グ籔で打聯れてい
るきめ当然琴現象ではあ養が，基準設定のう零で考慮し

なければならない問題点である。

　2）＼得点の平均値／

　各年齢段階別に得点の平均値と標準偏差を示したもの

淋第7表である。

　各年齢段階間の平均値の差をみると2歳3か月段階ま

ではほぱ一様な差で上昇しているが，その後は得点が頭

打ちになるため差が狭まっている。各年齢段階間の得点

の平均値は3歳と3歳3か月間を除いていずれも有意差
・が認められる。［

　3）　　性　　　”：・差

・第8表は，一男女別に得点の平均値4標準偏葦を示した

ものである色全般に女児り方に得点が郵い傾向がみられ

ており，特に「表出」ではその差が大きくな？ている。

第8表ご雷語発達得点の平均値（M）と標準偏差（SD）・〈男・女別）

年齢段階
N 理 一解』 表 出」 合一 計

男1 女 男 1女 1男1 女 1男1 女
0：8　～0；10

87 93 MSD 6．7

．73

6．8

．93

6．8

．81

6．9

．15
13．5
．07

13．7
．68

o＝11～14 ．93 93 r『

MSD 9．8
．90｝・
　9．8
　2．04

』1
．0

2．38
9．4

．21
18．8
．86

19．2
．81

1；2～1＝4＼ 97 97．
ヒ

M、

D 12．3 13．0
．24

11．3
．34

11｝16＼ 23．6
．29

25．0．4．42

1：5　～　1．7

　　騙

118、 106‘
MSD 』15，3

2．99

’、16。3＊

9・97
14．1
3．02

．i5．6＊

．91

＼．29，4

5．5工

、31．9＊

．39

1＝8．僧．1乙10．
　　　、1

　』－

105．．
9D
．．一

MSD
17．3
3．19

18・3無 16．5
．47

18，6＊

3，62

　、3．＄’

48‘

36．9＊

6．07

1＝11～　2＝1
　　プ16 109

MSD 26．6
．12

』20．4　2．76

20．3
．48

2工．4

4．02

”40．9

7．04
41．9
．18

2：2　～　2．4
54 63 肱SD 21：99 22．8

．31

25．9ぞ

P・93
45．8
．05

50．1＊

5．36

2；5　～　2；7
67 54

MSD
25．2
．19

25．6
．78

25．8
．12

26192，85、

51．1
．51

52．5
5．工9

2＝8　～2＝10
62 61

MSD
26．4
．42

27．5＊

．25
27．3
．49 噺． 53．7．58 56・5＊

4．15

2＝11～、3：1
60 69

MSD
27．9
．03

28．0
．74

28．8
．00

29．6
．45

5色6　　

一57．7

2．71

3＝2　～　3；4
59 53

MSD
28．0
．67

28．8
．34

29，3　’

．61

29．8ド

．33

57．3　－
．91

58．6
．32

＊男女間の値に5％以下の危険率で有意差のあるものを示す。
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　　　　　　 佐野他：乳幼児の習語発達ろ、ク 』リ隔≠ソグテ逸 トの作成に関する研究

第9表一1　言語発逮得点（合計）の平均値と標準偏差（地域別）Σ 厚
F』 1、“1二：！1辛1’一ゼ1．況㌧▽

噸麟／1風肴二t佼r成　大　津1高島平1保宵所
・・8一・・10

，1憂if）1、翻（議）、1∫・塗18t（，，麸1） 卜創面、箋1め槍71調』禽α

・＝11即ll 1（、，翠4）器r
｝

（、，1…1歩，ll，，1、1（。、11皇ll）1㌧男：暑。 』（、劃・1旦：86（（11：1三主3）1，、 塁：乏5・

．・＝2㌣1
：4＝（11塁、倉）1・・篭豊1／’（エ毒王b⊃2雛グ ll（1，撃28）陽151（1、1219）121：1。（fl劃毒殊13§

・爺5－11’ 1二1鵬llド驚く1』議yド31・ ll．「（、，1127）131・訓（1，1§29）131：13（轟1’r』』儲

1；受一・1・・
（、、，翻』1・、 窃1：r9・Fl』（、、ll41一し』器』卜（1、1皇28）1β1・16（、、1三27）騰塁1 1（、嘉2）卜31114

1111斜21・lk211§8）1・li41：器・13（2・1器gyIぐ …41鮎1、11玉26）／…タ旛1dゴfl226）1』1ざ3臆卜ζ2…11121481争工

2；2－2：41（2，翠16）1尋lll81（2、1至ia）141：rllr（2、編i
』
て1チllll・r ∴f≡’／q～1／r　、 て』門

2＝5－2・71（2、1三i5）151：1。1（2，1皇、6）L脇1（2，義6）卜51：97／　111』，、・卜　’．

2＝8ん2』：
10（211§、1）》く51・・ll・〈2、IZ6）一1・一 ≡騒（2、1登3）1 51・19、．1

乙、、
1、　1

2：ユ・母3：11て言＝1§16・』1器1 （31孝9〉・・卜i 51・1ゑ1（3＝IZ。）151・1、レ・！
こ二
11・1 1・・　1

3： 2乍3
：416…畢、。）レ5釜・・婁41七3、111・1う1∫ 51ピ13／（3、1皇3）151・13／・署　ンl　／　l

、1う△｛羅1響：51二ll！むこ， 』
lli

　　N概・）内数興平均年齢マ1二 ・・ 　　　i
！’ ：’

「廟表一ゴ舗発齢点〈麟1・謡〉毎鞠鉦騨偏差（地域ゆ1

5写

■－ ；

年齢段階 愛育稼、成大・津高1島．乎111
徐育所

1’ S・D乞・ SゼD・　M・　　S・D・、　．Ml・　、SrP・ チ、、￥㌧ S「監P・

0＝8～or；rr10
，

6』6r 1117き一 ～』 ．4 1．54 た ・iヌ・転・2甲03 7．5　　1．01． …こ5吃・9　1・・72
　「

理・

O霊・11～1 11
・：．2㌣1： 4／r

； 5㌍1＝
7．1＝8磁＝工0

　ド、㌧

1＝11～2＝工

　9．6』e、L 53』．

3し0 2，4ア

14．9・ 2ド96、．

8．4　，2．
79

20・0～，、2・礁

1ζ・10．
41て．・』1．し江一54．「，　　　　　　　　　　二、

12・与　2・04〆、

真5』貧～＝3・19－

7．5．、2．841

2り．藪』2．62く

　9』．8｛．・4・95
L ・τかF『r・、
12、6　2．35　’、ヤ冒…・旭、、＼・

15．㌘　3．03　　でし「しし」

1』

17．8　　3『．工2

鰯薦∫’2195一

ユ0・O

16rσ 2．751

715　’2．
66

r19．5 　3；131 』

　　・9ρ0㌦」・＼名・7乱

玉9・、象く．娩、書9
・・P

、曳、・2i、括

、■

20二σ 　3』04－
、

2＝2母2：4 24．or3107 》2314－3．44≧1 ’♪ 3」6丸’』2．・84
し1 　　

＝ト

、　』　　　　　　　　　　‘　、

い
1’

・2

：5～2 こ7・ r25．7㌧ρ2．7911
1き』

2513rド2．65 25．1　　2，81
r’ 1ゴ　　　・

よ二

鰍；．
2・＝＄》～2 1’10

∫』”
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表中＊印は危険率5％以下で得点に有意差が認められる

ものである。

　3）1地域差
　第9表一1～2は，各調査地点別に得点の平均値と標

準偏差を示したものである．調査数が十分でないうえ，

平均年齢に差のあるグルーブもあるため，今圓は地域差

の検討は行わなかった。・

31検査の検討

　1）信頼性
　（1）折半法による信類性係数

　デストの信頼性を検討するため， 各年齢段階別に，奇

偶法により折半信頼係数（Speaman－Brownゐ公式によ

る）を求めた。結果は第10表の通りで，各奪齢段階を通

じて信頼できる値を得ている。

第10表　奇偶法による折半信頼係数

　　　（Spearman・Bどown）

0：11～1；1

1＝5～工＝7

工＝11～2＝1

2＝5～2＝7
2：1工～331

73

67

77

87

92

．814

．883

．947

．920

．863

　（3） 内部相関

　このテストは，言語活動という一つの頷域の発達を調

べようとするものであるが，その機能を理解と表出の二

つの側面からとらえようとした。理解も表出も，もとも

と同じ言語活動の領域であり，理解なくして表出できる

という性質のものではないので，この両者はかなり深い

関連をもって発達するものと考えられる．この点につい

て検討するため，』本テ不トの内部相関を求めた。結果は

第12表に示したように，理解・表出とも合計得点との相

関は高いが，理解と表出との間の相関は，．5～．6であ

り，この両者の機醒をわけてとらえることは有意味であ

ると考えられる。

第12表

　言語発達スクリーニソグテス ト得点の内部相関．

年齢段階

0＝11佃工＝工

1：5～1：7
1：11～2：1

2：5～2＝7
2；11～3：1

国理解・表晦解・舗表出・合計

96
．622

919 914

105 588 897
．886

107 648
．865 ．942

87 629
．878

910

92 620
．824 ，869

　（2）再テスト法kよる信頼性係数’

　本テストを同一の被験者について，同じ検査条件で，

3か月の問隔をおいて施行して，再テスト法によ資信頼

性係数を求めた。3か月の経過により各グループとも合

計得点の平均値鱒約6点の上昇がみられ之いるが，これ

は第’7表の年齢段階別ゐ平均値からみて要当な数であろ

う。初回のテスト得点と2回目のテスト得点の相関は第

工工表の通りである。

　再テストを施行したのは2歳段階までであって，すべ

ての年齢段階について検討を行っていないが，1歳0か

月から1歳3か月へ経過のグルーブでやや値が低い以外

は十分高い信頬度が得られている。

第11衷　再テスト法による信頼係数

　　　　（テスト間隔3か月）

年齢段階 N
r

合計得点 理解得点 表出得点

O＝9→1＝0

＝0→1：3
＝3→1＝6
＝6→1；9
＝9→2：0

工9

3343035

．797
600

789

886

851

，843
546

700

862

834

．609
661

755

848

767

　2）妥　当　性

　（工）・乳幼児精神発達検査との相関

　テス．トの妥当性を検討するためには，そのテストと既

存の同種の信頼性あるテストとの相関をみる方法が用い

・られることが多い。しかし，1歳から3歳の年齢段階の

・言語発達について標準化されたテストが見当らない。

　そこで，言語発達スクリーニソグテストφ得点と，乳

』幼児精神発達検査の発達年齢との相関をみた。もちろ

ん，言語発達が■般的な精神発達と同一特性を有するも

のとは考えない抵精神挙達は言語発達を規定する大き

な要因≧考えられるのでrつのよりどころになるであろ

う。この検討のための対象者は日本総合愛育研究所教養

相談寧来所した職5胡から臓3カ・躰での正常
’発達を示している幼児33名であり，乳幼児精神発達検査

と言語発達スクリーニングテストを同時に施行したもの

．である。

　結果1ま第13表に示した通りで，それぞれ高い相関が得

られた。当然のことながら，表出得点に比し理解得点の

方が発達年齢との相関が高くなっており，理解得点から

精神発達遅滞児の選別の可能性が考えられる。しかし，

・調査数が少ないこと，1歳段階の子どもについての検討

がまだされていないことなど，今後め商題として残され

ている9
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？

』第13表 孚し幼児精神発達検査のMl・A と
　　　　言語発達得点の相関（N＝33）

、　　　　　　　　　　　　　「

r　

』食』計． 得
解、、得 点・

出、得 点．．

一731…

．781

，662　2

　（断譲発達騨児へ鑓吊
　本デズト・を言語発達の遅れが心配、さ函う蛮列ド適用し

て，その結果を検討することによりテ気トの妥当性を吟

味賊う 孝，した・∫
、

、，

璽象は，．日本馨合愛育研究所の教養相談率トことばの

違れを主訴として来所した幼児53名である。”年齢は1歳

児7名1』2歳児26名，3歳児16名，4歳児4名であり，

来所時に行った乳幼児精神発達検査の結果，癸達揖数の

宰均値は74．1，煉準偏差ば1◎．2である。

　蹄発達ス勿昏ガ歩トの結果は，第姻一1
～3により得点の分布を示したが，合計得点の分布をみ

ると平均値からマイナス1標準偏差の線上にあるもの，

す蚕わち正常発達の限界内にあると考えられるものが3

名ある以外は， 二いずれも各年齢段階の平均値を犬きく下

まわっていることがわかる。

　これを理解と表出の各側面別にみると，瑠解の得魚で

に庄常発達の範囲内犀あるものが7名あるが，衷出面で

はレ｛ずれも平均値からマイナ不1標準偏差め線を下まわ

ってお、ワ，、全員に表出言語の発達の遅れが認められる。

、これ俸からみて，本テろトは1言語発達遅滞児に対し十

分な選別力をもつものと考えちれる6 また，言語発達の

』遅れを問題にする時1・」般には衷出言語のみに注目して

レ寸ることむ明らかである。　しカ‘し，’言語発達を理解。表

第2図ら2 書語発達遅滞児の理解得点の分布
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？出の両側面にわけて発達状態を把握するこ とによ』桝子

1どもの発達の特性，言語障害の原因， 言語発達の予後な

どについてある程度の見通しをもつ可能性が考えられ，

今後の指導に役立てることもできょう。ちなみに，理解

言語φ発逮が正常であった7名の幼児φ発達指数の平均

値は107 であり1知能，対人関係の発轡鼓‡陣害がな愈

1言語の遅れが筆出面だけ婬限定さ、れてい多と・考えられう

事例であった。　　　　　　プく　・・』、 1 ・寸

第14衷・乳幼児精神発達検査めMl’Aと

　　　・言語発達待点6相蘭くN＝53〉

、齢 奪量

舗髄得点．fし　r

合　　　計

理　　、解

裏　　 出

．842

。835
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　智語発達得嵐と乳幼児精神発達橡査の発達年齢≧、の相

関をみたものが第14表であり，それぞれ高い値を得てい

る。

　（3）予測性にづいて、

舗発達スク脂㌣グテ暦としては，テ淋で選
別された子どもが，その時点のみでなくその後の時点で

も踊発避澗題をもつ鰍断ある子どもであればス

クリー 塑轍が認めら移桝聯る・この聯
猷ついて鰍諦本テストで選魍解な子どもの予後

を追醐査することぼり磯であ渤ミ終・解つヤ’て

はまだ十分な資料を得ていない。今後の課題煮し（検討

する予定である。　1　　　　　　　　　　’し

　さらに，少なくとも6歳程度までの標準的な言語発達

検査としての資料をと とのえる中で，言語発達の段階的

な特徴をとらえることを通じて発達の予測性を検討する

ことも今後の課題と考える。

IV　スクリーニング基準について

　スクリー晶ソ久テズトの目的は，テストにより個々の

子どもの発達樟旛価し畑，鱒の原因を診断する

ということ・よりもダ雷語発運に問題がある子ども，すな

　　　　　　　　　　ぺわち言語発達遅滞のおそれゐある子どもを選別するとこ
　　　　　　　　　　　な
ろにある。大多数の中か塑選馴畜れた子どもにつし）て

　　　　　　　　　　　　ぺは， ざらに融検査哲てその難麟しく把握したり

障害の有無を明らかにしていく必要がある。＼このため，

どこに選別騨耀くかとい・うもと樋勉蘭とな
る。いたずらに多くの子どもを選別したのでは，｝那後の

精密検査の労が大きいばかりでなく，母親には必要のな

い不安を与え子どもの発達に好まし．くない影響を及ぽす

おそれもあるであろう。また， 特に遅れの著しい子ども

に焦点を絞れば，選別がら漏れる問題をも』つ子どもが出

て来てズクリーユソグテ 界トとしての役割を果たせな

いo

　標準的発達という概念については，．基準のよりどこ・ろ

にいくつふの考え方があるが1・平均値を中心に上下それ

ぞれ1標準偏差内にあるものを標準的発達と考える場合

が比較的多一く1正規分布め易合はこの範閉内に68．3％が

入る。この考え方に碁づいて，平均値より1標鵬偏差だ

け下に選別の基準点を設ければ，雷語発達得点の低い約

16％の子ξもが選別される．ことになる。言語発達の特性

や，スクリーニソグテストの意味を考えた場合，やはり

この辺に基準点を設けることが妥当であろうと考えられ

る。

　選別基準点を設定するため，・本検査の理解。表出・合

計のそれぞれの得点を標準偏差により平均値からの得点

差で段階に区分し，その分布率をみたものが第15衷一1

～2である。この衷を作成するために用いた資料の年齢

範囲は，ほぼ正規分布をしている8か月以上2歳1か月

までであって，得点の頭打ち現象が表われている2歳2

か月以後は加えていない。表に示したように，平均値か

ら1標準偏差疫け下に選別基準点を誰定した場合，約14

～15％の子どもが選別されることになり，また平均値か

らL5標準偏差だけ下に選別蕃準慮をおけば約6彩¢）子

どもが選別されることになって，正規分布の場合とほぽ

等しくなっている。

第15表一1　言語発達得点の段階別分布（合計得点）1

　　　　　　　　　N舗発達段階　（1047）

一2

一・

％ 』瞬醗率

10 1．0
100

97
9．3 99．0

247
23．5 89．7

362
34．6 66．2

268
25．5 31．6

M－1S　D　　　　84

M－1，5SD　　　53

　　　　　　　10

8．0

5．1

1．0

14．1

6．1

1．Q、

第田表辺　言語発達得点の段階別分布（理解・表出ン

理 、解 表 出・

言語発達段階　N
　　　　　　（1047）

％1暑分蜘嗣％臨馨i

十3
4 0．4

÷2
65r
6．2

十1
235
22．4

0 405
38．7

一1
270
25．8

100

99．6

93．4

71．0

32．3

　　M－1SD　　　72　　6．9　13．4

－2M〔一1．5SD　　64　　6．1　　6，5

－3　　　　　　　4　 0，4　 0．4

　4r10，4
74　　 7．1　　99．6＝

228・・21．8　　92，5

406　38．7　70．7

277　　26．4　　32，0

97

51

7

、9樹．114・9

4．9　　5．6

0．7　0．7

2歳3朔段階以些つい∫は襯分布で姫ため平
均但と標準偏差を奉準に斗∫直うに選別基準点を定める

ことができない。しかし匠二リテろトが同じ手続きで4

師臆での鰯棚澱吟てあ縄前記の分布
率と大きく変わるこ、雄ない嫡う・う・したがって・こ

の麟では艘分榔を根数西笹齢郷叫一
15パーセソタイル値をも考慮して基準点を寧め摩。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

』、 　　、

　また，年齢段階により平均値に男女差が認め象れるの

で，この点も考慮して男女別に基準点を算出し，』低い方

の値を採用した。このため女児にとってはやや甘い基準

になるということはあるが，ドスクリーニソグテストとし
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う。

　この基準点は年齢段階が3か月の幅で区分されている

ため，同じ年齢段階でも月齢の低い子どもにとってはや

や厳しい基準になる傾向があるので，特に逸脱度の大き

、くない揚合はこの点の含みをもって考える必要があろ

』う。

　また，このテストの調査対象が束京都とその周辺地区

および大津市内の居住者であるため， 地域的には都市化

の進んだ地区に限られたという片寄りがあり，また，い

ずれも健康管理や保健指尋が行き届いているという特色

をもつので，この結果をもって全国基準とすることは適

当でないと考えられるが，言語発達の一応の基準とする

ことはできよう。

V　要 約

　（D　乳幼児健診の場で言語発達の問題が増加しており

早期診断・早期対策の必要性が生じている。特に，言語

’発達においては発達の歪みを予防するという見地からも

発達上間題をもちそうな子どもに対し早期から指導する

ことの意義は大きい。このような観点から1歳から3歳

未満の子どもの言語発達スクリー昌ソグテス トの作成を

意図した。

　（2）発達検査項目，行動発達の記述の中から言語発達

に関する項目を選択して原案を作成し，愛育病院・佼成

病院への来所児を対象に，2回にわたる予備テストを行

い，逐次原案を修正した。修正案は言語発達の状態を理

解と表出の両側面からチ呂ックする構成になっている。

　（3）本検査は7愛育病院、佼成病院，木津市健康管理

セソター，高島平保健相談所，世田谷区保育所を基点と

して行った。

　（4）被験者数は，8か月以上3歳4か月までの乳幼児

2424名である。》．

　（5） 年齢を 3か月ρ緬で耳分し，各年齢段階別に質間

獺の腿率鱒叫た・1串によ頻目の灘醐を
再検討した・囎に岬通遷甥嫡のみられるiもの．

があり・女児に発達優勲傾向力㍗鵡瓢孝晒
でその傾向は大きい。　＼＼、
　　　　　　　　　　ヤ　　　ド　　　　　　　　　　　セ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ
　　　　　　　　　　　ヤ　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
　（6）検査結果を得点化し，・年齢段階別の平均値・’標準

偏差を求めこれを標準とした。 この僻ヒは十分に発達的

変化鷹められ溌達診断に役立てる 諺燦きる♀：

　（7）検査の信頼性は，各年齢段階別に新半1信頼係麹を

求め，さらに，1歳0か月から2歳0か月段階までは再
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝1検査法昏こよこり 検討・した。…’…　　一一一・ゼ 旨一一1 一

F

折半鱒断麹・・81rb・騨勧幹¢？酒麟
による償頼係数はd∫60ん0．89が得られ1信頼でぎる検査

であるといえる。

　（8）検査の妥当性は，乳幼児精神発達検査との相関

と，言語発達遅滞児への適用の結果の分析によρて検討

した。

　本テストの得点と乳幼児精神発達検査の発達年齢との

椙関は，合計得点で0．73，理解得点で0．78，表出得点で

0，66であった。

　言語発達遅滞児へ適用した場合，すべての子どもが表

出得点で選別基準（M－1標準偏差）を下まわっており，

言語発達遅滞児の選別の有効性が明らかになった。この

中で，理解得点で選別蕩準を上まわる子どもはいずれも

．知能発達正常児であり，言語発達遅滞の要因としての知

能遅滞の選別の可能性が示唆される。言語発達遅滞児の

本テストの得点と乳幼児精神発達検査の発達年齢との相

関は，合計得点で0．84，理解得点で0、84，表出得点で

0．78が求められた。

　本テストの予測性については今後検討を加えていく予

定であるゐ

　（9）い以上の結果に基づいて各年齢段階ごとに，選別基

準点を設けた。選別基準点は，平均値から1標準偏差だ

け下に線をひき，本テス♪の分布率をよりどころに14～

15パーセソタイル値，男女の得点差などを考慮レて定め

た。この選別基準点は，これにより直ちに言語発達の診

断に用いるのではなく，精密検査および察後観察を必要

とするものの判定のために用いるものである。

　この研究班の研究作菜は主として，予備テストの集計

まとめは佼成病院で，本テストの集計，まとめは日本総

合愛育研究所で行った。

　なお，本研究の実施にあたっては，大津市健康管理セ

ソター所畏堀井衛，専門員岩井一正，高島平保健相談所

長登岡艶子，保健婦楯石てる子，世田谷区の薩立保育園

長のヂ塚やえ他諸先生方に特別な御配慮と御協力をいた

だいたg厚く御礼申しあげる次第である。

　また，1一度ならず調査対象となった被験者とそのお母

様方に深く感謝の意を表したい。
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V［言筆発達スク リ｝吊著グテズトの内容

　　およぴ施行法

1　質問紙て鋼記工〉

2　判定のための手引き

　1ン各質間項目解説（別記π〉

　2）　テストの目的

．このテス、トは言語発達遅滞のおそれのある子どもをス

〔別記工〕　質問紙

クリ惜沙するこ雌目的猫て鴨級ぞ牡翻
グされたテギもに？いて嫡誉らに糖密検奪をするか，

詳細に調査しえ障害の有無や治療または指導の必要性を

検討する必要があ郡

　3）施行法
このテス聴獅す御合検査者遡隣車を鞭
に間蹴て・ そ似匁概㊥畔もり御や反卿
具体的な例示を求あ獄がら判断し一，』向答欄爾あて！まま

る所にチ呂ックしてめく。．募体例》郵ず記入 しておく。

あるいは・』曜殖蹄脳騨らい・そ卿窟こつい
て検査者がチ昆シカレて，不明な点を明らかにし， 不備

な点を補足記入して判定するゲ

言語発達スクリーニングテスト

1

下頒問につ解蓼はまる、昂ろを○梱楓（

ユ，現在お子さんの全般的な発達状況は

　イ．発達は早い（良い）方だと思う

　ロ．ふつうだと思う

　ハ．遅い方だと思う
2：「一” 子ざんめとと 壱まみ発達専ま

　イ。早い方だと思う
　ロ．・ふつうだと思う　

　ハ．遅い方だと思う

3．　お子さんは出産時に異常摂疹りましたか“

　イ．ない・
　ロrあった．㌧

　　　　それはどんなことですか（一

姓　名

r　　　バ　　　　　　　　　　　』

　勇女

：記入月日 　』年　　月　．日 得　　　　　　点
．生年月日 1㌧　年．月　1・日 理　1解 ・．表　1出・ 合」 計

．年齢 r　、歳　　月　　日

回答者 記入者

一）

）内に御記入下さい。

　　4，お子さん嬉今ま矯に大きな病録をしましたか

　　イ．　しない一’

　　　冒．　したことがある

　　　　　それ1まどルな．こと矯すか
（、

　　5』瀞さんの聴力は．・』

　　イ．異常ない
　　　F。聞こえが悪いように思う

　　ハ，聴力検査をうけたことがある

　　　　　その結果は（
　　6．rきょうだレ、セま

　　　　　（　）人中の（　㌧）番目

）

）・

1
番

号

質　　』問 項

（ご と罐の理解）’

目

」…塑」年

で時でや
き々きつ
るでなた
　きいこ
　る　と
　　　が
　　　な齢
　　　い

番

号

資 問

回答欄

項

（はなしことぱ　

　　　で時でや
目　　　き々きつ
　　　るでなた
　　　　きいこ
　　ノ　る　と
　　　　　　が
　　　　　　な
　　　　　　い

P1’一

歳

2

　3
未

　4
満

5

声をかけると声の『した方をみますか

近』くで音をたてたり，話し声がすると喜
んで声を出す」音に合わせて体を動かす，
または動きをとめてじっと聞くなどの様
子がみられますか
お母さんの声を聞きわけて，他の人が声　一
をかけても泣きやまないのにデお母さん
の声で泣きやみますか

泉霧禦甥駿寛語野鞭弔≧1
笑顔や怒づた顔をしてみせる・と表情がわ
かって笑ったり泣きそうになったりしま
すか

1
1 アーアr，ウーウーなどおはなしをしま
か、　　　　　　　　　ピ＿

2 ；

未　　満

3 声をたてて笑いますか 乱

4
何かして欲しい時，相手をしてもらいたい時など，声を出しておとなの注意をび

きますか 〆

5 バーパ 一，ダーダー〆マソマソなど唇や’
を使った音を出しておはなしし ますか

’

一239一
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6 おとなの誘いかけに応じて， イヤイヤ，一
パイバイなどの動作をしますか

1
7 おとなが「ちょうだい」と手を出すと持っているものをその手にのせることがで
きますか

6　ミルクや食物をろるとマシアのような音
　を出しますか

17咳，舌うち，笑い声などのまねをします
　　か

r

歳

～

8

9

10

「いけません」というと，手をひっこめ
たり，言った人の顔をみてやめますか
少し離れた所にあるものでも「ワンワソ
よ」

とみつけることができますか
「いららしゃい」「たっち」など手招き
や身ぶワをしなくて も，こ志ぱだけで言
ってわかりますか
わかることぱをかいて下さい
　（　…　　　　　　　　　　　）

ものでも「ワンワソ
ど言って注意を促す
きますか

歳　マンマ，ブでブな、ど窩ってくり返し話し
　8かけると，まねをじてそれに似た音を樹
　　　しますか
1～

　　意味のあることばではないが話しことば
　9のような調子でおはなししますか

11

「ババはどこ」　「ママは」ときくとその方を見ますか（パバ，マゼ両方ともわかることが必要です） 1　意味のある｝とばが習凡ますか
0言える習葉をかいて下さい
　（　　　　　　　　　　　　　）

1

12

んなことができますか
（． 1

11お母さんに向って「ママ」　「チヤーチャ　ソ」といいますか

1）

1絵や物をさして自分から（または，「これなあに』ときくと）その名前をいいま

口
　　電話や玄関のベルが鳴ると，お母さんの
歳13方を見て声を出したり指さしたりして知
　　らせようとしますか
半

意味のあることぱが書えますか

　12すか
歳1　　言えることばをかいて下さい
　　　　（半　～

「お目々は」　「お口はj　「お鼻は」　「お手々は」ときくと2か所以上正しく指さ 半 ・31蒜卿ながら「バイバ脚イ」とレ’いま 「「「

14 しますか

させるものをかいて下さい

～ 自分の欲しい物をことばで要求することができますか

（　　　　　　　　　　　　　） 14
例えばpブーブー。オブ。チョーダイなど

絵本を見せてrワソワソどれ」などと どんなことがいえますか
（　　　　　　　　　　　　　

）』

15

指させるものをかいて下さい
　（　　　　　　　　　　　　　）

15 おとなの賃ったことばの一部をまねして
いうことがありますか

お母さんの要求に従って，食群，入浴などをお父さんや家族に知らせることがで 1161 霧を聡れるとハイ』と榊をしま
2

16 きますか
うやってしらせますか・㍉
（　　　　　　　　　　　　　） 2 17

お父さんやお母さんに何かして欲しい時、「ババ」「ママ」などと呼びかけて要求しますか　例えば，ママジュ」ス。1パバ・

歳
17

絵本をみせて「コッブはどれ」「お靴はjなどと聞くと身辺のもの10こ以上について正しく指さしますか

歳

アソボウ。など
んなことがいえまずが
（　　　　　　　　　　　　　）

一
「ハハ，カイシヤ」　rオソモ，イコウ」

～
18
「おみかんを持って来て，バパにあげて
ょうだい』のように，二つの動作を含む筒単ないいつけをまちがいなくやるこ

～18

などのように2つのことばをつないで話しますか

えばどんなことがいえますか

とができますか （　　　　　　　　　　　　　）

自分から絵本を持ってきて読んでもらい 一
1転だちの額を覚えて言いますか

19 たがり，1冊読み終るまで，お話をよく聞いていますか 簡単な質間にことばで答えられますか
えば「ババは？』→カイシヤ
　　「お姉ちゃんは？」→ガツコウな

』20

「電車の本」「三匹の子豚の本」などと習うと，いく冊かの本の中から指定され

本をもってくることができますか

20
　　　ど
んなことがいえますか
（　　　　　　　　　　　　　）

、　　　　　　

何珊ぐらいの本がわかりますか（　冊）
211

皇雛隷縁凝警いますか

21
大きい，小さいということがわかり「大きいポールはどれ⊥「小さいのは』とき

22 「コレナアニ．」または「ナ 二，オ遇』と　r

きたがりますか

叱

くと正しく指さしますか
2

「机の上において」「机の下において」などことぱだけで，・上，

下， 中などがわ
一
2 23 「ボクノ自転車」「ママノオ靴」のように「誰々の何々」”とヤ・う表現ができますか

歳　半 22
かり正しく指示に従えますか
2つ以上正しくおけることが必要です）

歳半

絵をみて「これは何をし。ているの』と．き、

くと「ネソネシテイル』　「ゴパソタベテ
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鷹齢士耀縫tで朧擦鯨24　携させる色をかい1て下さい

　　 （・一 　　　　　　』．・・　．）1

25激韓灘難』曽難・　　　　　　　　　　　　　　

｝、ン，L・

1『’
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）
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、ことばで表現しきれないものを千ゴヴナ。
テ1”2ウナッテ｝ コヴイ

戸 26薦難趨1も弊を置う鰭　　　　グー　　　　　　　シ　　　ー．　、、』・

・

『（・

「○○ち｝んは男め子捻女の子冷 上と㌔～
・1うきき二かたをしたときし「男＝ン子」．また1は』

女ノ子」てど恥う蜜う！に賞分の怪を盤し1：ぐ害影えます力乳1
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■』27

漕4 γ5語つな㌣ た文；で話しまぐすカパ

1祭ゴイッタ　　　』、　い’”　　戸、
』どんなことが唾えま1ずか1』　爪
　、r〈 監・～一 　一’　　　　　　　　1）・

、一■　

T

『

27 お話をしズもらいたがり，聞いていた話
途切れると催促しますか

r歳

　 ．干お父さんの名前は」ζ 「お母さんの名前
就は」・と二き風と両親の姓名を正し｛く

二

1

　　「2つちょうだい」　「3つちょうだい」
冬、というと2つまでまち魁激κそ㊨数を．
　 渡すこどが寄ぎま貫加

2

　 「一“吃力｝ら：』・甲潤・な3た耳（と原因と結果ごを
関係づけて話しますか髪、　　ハ
、例えば匹オぢイ』ヂャ痔くガイ ジメタニガ．ラ

　イ タ3 、r。》L・ ・嘱

　　　オ腹ス浄タ功’ラ何カタ1べ努葱G　例をかいて下さい（　　　　　　

lン

！1

29

』『i・め前ばおv童ヒ」；lr帆の後においゼ■P「・・乙の横において」之いろンと1『こどばだ』

で前・後横嘩働事麹年し1笹おきますか’㌧

2っ以上正しくわかるこ、≧が必要です）

》　　　　　、

■■

　　昨日ゲ今日， 明日などのことばを使って
適轍蕪％い毒鋳尺，霧）1｝　　例をかいて下さい（、　　　　　　ン

r30

ま．まごと，乗物．ごっこなどで』
を1ど1ら

，ぞのうもりになうて遊びますか』
んな役割ができますか
（　　　　　　　　　　　　　）

・

rそれ娯qllrそれが醜」ガξφよ一う131に接続詞を使6て話し・ますか・

、

　碑え㌧る接続詞をかいて下さい（∫
、、、
ンー

、

ノ，、

　　お話をしズもらいたがり，聞いていた話
歳27が途切れると催促はすか

歳

～

　　「2つちょうだい」　「3つちょうだい」
鳳というと2つまでま ちウ瀬なκそ磁を．
渡すこどが寄ぎま貫オ惣

～

29

30

1『i・め前におv女」；lr遍の後にお悔ゼ1

P「・・乙の横において」之いろンと1『こ之ばだ』

けで前・後横嘩働事麹年し1笹お
きますか’㌧

，（2っ以上正しく診がるこ庫が必要です）

ま．まごと，乗物．ごっこなどで』 お母さん“
：赤おやんシ車掌さんなどの役割 を1≧・・？

て，ぞのうもりになうて遊びますか
どんな役割ができますか
　（　　　 　　　　　　　　）

啄1
、

、〔別記亘〕項目解説、。（言語発達スクリー晶ソグテス．ト）

・』理、　　　　、－ 、．　　 ・　　解二
ll　■■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　『

r； 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『

1，声をかけると声のした方をみますが1・ 1．アーア［，　ウーウーなどおは な』し’を∫じ’ますか。

音源をさがす，音源の方をみるなどの反応がみら 　 、機嫌のよい時やおとなが話しかけてやった時など
れれぱよい。 哺語を発することがみられれぱよい。

2．近くで音をたてたり，話し声がすると喜んで声を出
す，音に合わせて体を動かす，または動きをとめて
　じっと聞くなどの様子がみられますか。
　人の話し声，ラジオ，レコードなどに対し聞きい
　る様子や喜んで阻く反応がみられれぱよい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　笑るたワしますかひ・　澗
　一人で声を出しているだけでなく

冗1』冨’ 』　　　一F宅　　　　　　　』i偉』b』

　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　－

・3．お母さんの声を聞きわけて，他の人が声をかけても 3．声をたてて笑いますか
厚泣きやまないのに，1．お母さんの声誕泣きやみますか
　他の人が声をかけても泣きやまないが1ンお母さん
　、の声で泣きやむ，．他の人が相手を1じている時にお

”靴雛あやされ塒碍ほ｝ま泌轡勲僻
、』勢窒笑板応がみら麹鋤険すこ，

、．母ざんの声がすると喜ぶなどの反応が・あれぱよ 　舎・「』． n ．　　㌔ 、　　　　　　　　 1さ 　一
．∫ ～い達』り　・・㌧ 』一 湯 一・』 甑アい

　 ∴’ rく；

、’ 4、

て“1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一’　　　　　　　　　　　　　”

，
虫自分の名前を呼ばれると呼ばれたことがわかって，
　、1その方を見：ますか 1　｛一滑、／亡 i、r』『ヒ岳嘗鳳・1

　，蠣齢灘騰鰍妻藻渋騒
窯穐醗難蟹纒議掻勤1獣特緯一
、歳ーひとりあそびに「あきて来あとll仕事をむズいる母
　“親の；方を見ながらラ’ずア・r．声を出1して呼ぶとか，

る場合は他の子の名前を呼んだ時と本人の名前を
んだ時の反応の違》攣おとなが他の入と話して
る時と本人のお名前を呼んだ時の反応の違いな

1いガ鱗羅藷繹饗舞皐蝶離
ど確かめる。

、　　　　　　『

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．～　’5．∫笑顔亭怒りた顔をしてみぜると表情がわかち七笑っ　　たり，泣きそうになったりしますか。，・』レ

　おとなが笑顔をみせる と嬉しそうにしたり，笑っ

』r　　　　　　　　　　　　　』　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1！』　　　　　　　　　　　　　　　　　’戸　『

． バーバ馬llダーダr
1ヤシマシなど唇や舌を使った、二音を出しておはなレしますか“二

　「融、一
　母音系の哺語だけでなく， 唇や舌を使1グたP．b，

　　　騨蔑舞膿織纏縫購縢良鵜憲黎鍵穫離齪、

槻輔を叩いたり　　　故意を…築、ウ）璽ズ：鯵な錨、よ曳・呼ll

・　d・麟∫・・tなど傭が出爆巧隻鏑勢章静　　様になって来たが確かめる。

　　このような音が入轡て頓齢蘇1こ…”

　気い 、1　　　　　　　　　　　　嘔トい
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6，おとなの誘いかけに応じてくヤイヤ，バイバイなど
　の動作をしますか。
　　模倣行動がみられるかをとらえる。
　　おとながイヤイヤ，バイパイなどの動作をしてみ
　　せるとそれを模倣するのでもよく，または，「い
　　やいやしてごらん」　「ばいばいは？」と促せぱそ
　　の行為をすることができれぱなおよい。

7．お』 なが「ちょうだい」 と手を出すと持っているも
　のをその手にのせることができますか。
　　ことばよりも， 直接的・具体的なサイソである
　　　蒔み萎り昏の理解をみる，ここではことぱと並行
　　してホされたみぶりの理解で， 「ちょうだい」と
　　手を出された時，持っているものをその手にのせ
　　たり，またはのせようとするが渡すのはいやでひ
　　っこめてしまう，いやいやをするなどの反応を合
　　格とする。

8。「いけません」というと手をひっこめたり，書った
　人の顔をみてやめますか。
　　　「いけません」と言われると禁止されたことがわ
　　かって，やろうとしていた手をひっこめたり，言
　　った人の顔をみてべそをかくなどの反応がみられ
　　れぱ合格。

9．少し離れた所にあるものでも，「ワジワソよ」「ブ
　ーブ」など言って注意を促すとみつけることができ
　ますか。
　　身じかにあって直接手にすることができるような
　　状況でなく，離れた所にあるものをことばによっ
　　て探し，みつけだすことが出来れぱよい。
　　　「ワ・ソワソよ」「ブーブよ』など言って注意を促
　　しても探そうとしなかったり，言われたものに目
　　を留めることができなければ不合格。

10．「いらっしゃい」「たっち」など，手招きや身ぶり
　　をしなくても，ことばだけで言ってわかりますか。
　　身ぶり，状況などと分離してことばだけで言って
　　正しい反応をするか確かめる。
　　　どんなことばがわかるか，湖いて記録する。

1L　「バ〆はどこ」「ママは」ときくとその方を見ます
　 か。
　　　「パパはどこ』と聞くとパバの方をみたり指さし
　　たりすることができれぱよい。パバ，ママ，両方
　　　とも正しい反応がみられれば合格とする，他の家
　　族，おぱあちゃん，お兄ちゃんなどでもよい。

12．「新聞を持って来てちょづだい」・など簡単ないいつ
　　けにことばだけで従うことができますか。
　　　「新聞もって来て」　「スブーンを持って来て」な
　　　ど，ことぱだけで言っても正しく命令に応じるこ
　　　とができれぱ合格。
　　　どんなことができるか聞いて判定する。

13・電話や玄関のベルが鳴るとお母さんの方を見て声を
　　出したり，指さしたりして知らせようとしますか。
　　ベルが鳴ると電話がかかったこと，人が来たこと
　　　を知らせようとしてアーアー声を出したり，手を
　　ひっぱったり，玄関まで先に走っていて母の来る
　　のを待つなどの行動がみられれぱよい。

14。　「お目々は」「お口畳よ」「お鼻セよ」「お手々レま」と
　　きく と2か所以上正しく指さしますか。
　　顔，体について聞かれたものを2か所以上正しく
　　 指示することができればよい。

15，絵本を見せて「ワソンワどれ」などきくと，4つ以
　上のものを正しく指ざしますか。
　　絵本をみせて，ワ ンワン，ブーブ，晶ヤーニャな
　　　ど子どもの興味のあるもの，生活で身じかなもの

6． ミルクや食物をみるとマンマのような音を出します
かo

　「マソマよ」と言って食物をみせたり，母がミル1
　クや食物の準備をしていたりすると，マンマ， マ、
　ソマのような音を出すことがみられればよい。．

7，咳・舌うち・笑い声などのまねをしますか。
　　おとなが，そばで咳をしたり，笑ったりすると，
　　それをみてまねることがあれば合格
　　または，子どもの前で舌や唇を鳴らしてみせると
　　それをまねてやってもよい。

8．マソマ』ブーブなど言ってくり返し話しかけると，r
　まねをしてそれに似た音を出しますか。
　　マソマ，・1ワンワソ，ブーブーなどおとながくり返
　　し話しかけてやると，まねをしてそれらしい音を
　　出すことがみられればよい。
　　音声の模倣ができるかを確かめる。

9呪意味のあることばではないが話しことばのような調
　子でおはなししますか。
　　ユargonがみられるか，いかにも話をしているよ
　　うな抑揚で声を出していることがあるかを確がめ、
　　る。

10． 意味のあることばが雪えますか。
　ワソワン，ブーブなど意味と結びついたことばの1
　表出があればよい。
　現在言えることばを聞いて記録する。

11． お母さんに向かってr　」r野呼ヤソ」と）・
いますか。

鰍響3浮．孫藤善該磁ぐバ・
　おとなが言えばまねていうものや，対象が特定せi
　ず，誰でも「ママ」と呼ぶようなものは不合格。

12．絵や物をさして自分から，（または「これな」畳訂　／

　　とき≦と）その物の名前をいいますか。
　　指ぶしながらそのものの名を言う，おとなから指
　　示されたものの名を言うことができるか。・
　　　2語以上書える場合を合格とする。
　　云えることばを記録しておく。

13．手を振りながら「バイバイ」といいますか。
　　動作だけでなく「バイバイ」ということができれ
　　ぱよい。

14・自分の欲しいものをことぱで要求することカ｛できま1
　　 すか。
　　　欲しい物の名で，ブーブ，オブ，といったり，要
　　　求語で，　チョーダイ，　トッテというようをこことば
、　　で要求を表わすことができれば合格。
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についておと．ながきいた時，正しくその絵を指示
できればよい。4つ以上の事物について問いかけ
に対応した正しい反応あがれば合格。、

＼丁　 閉

16． お母さんの要求に従ぢ宅，’食事・ 入浴などをお父さ
一

んや家族に知らせることができますか。
「ごはんだからバパを呼んでいらっしゃい』　「お
兄ちゃんにお風呂よと言って来て」など頼んだ時
その人の所へ行って食蛮・入浴などを伝えること
ができれぱよい。
とばで伝えなくても，・食卓

・風呂場までひっ屡って来る，1』接亭レや遜離りで謬うなξでもよい。

17．絵本をみせて「ヌッブはどれ」「お靴に」’など聞く

　と，身辺のもの10こ以上に？いて正しく指さします 一

かo

子どもの身辺にあるもの10こ以上について，おと
ながきいたものを正しく対応的に捲さすことがで
きればよい。 、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆

18．　「おみかん、をも’づ七来て，唇芥にあげてちょうだい」

のように二つの動作を含む簡単ないいつけをまちが
1いなくやることができますか。、＿ 、　二つの内容を正しく理解して順序をまちがえずに

．

。指示通りの行動ができれぱよい倹〕
』＿、

　どんな内容のものができうか聞いて具体例を示し
一

』てもちい判断するこ之．6、』

　　　　　　　　　　　　　　　　』
、　　　r

9．自分から絵本をもって来て読ん懸むらレ、だがり，1
　冊読み終るまでお話をよくきいていますか。
　絵本の内容に興味をもち自分から本をもって来て

製で罐燕錨熟鑑窄蕪雲離　　よい。読んで

という要求がない場合，・読んでやっ
・』γても宿分の好きなべ戸ジをあけた，り、，1；途中で他の

　　ととをずるなどは不合撰ζするi61珍

20．「電車の本」「三匹の子豚の本』などというと，い
・ぐ冊かの本の中から指定された本をもって来るこ．ζ
ができますか。
2～3の本について言われた本を選び出してくる
こどができればよ一い』特定の1冊だげ琴限りでき
というものは「時々でぎる」にチェックする。

21．大きい，小さいということがわかり「大きいボール
　はどれ」「小さいのは」ときくと正しく指さします
か。

大小についての弁別力を見るのではなく，大きい
小さいということぱの理解をみるのであるから・
ことばと対応した反応を確かめるδお菓子などわ
けた時大きい方を取るか ら，大きい小さ、いがわか
るというのではいけない。

22． 「机の上において』「机の下において」一などことば

だけで上ρ下。中などがわかり正しく指示に従え・ま
すか。

指さしだり許語凋で暗示を与えたりしないで正し
く指示さ、れた所におく二とができればよいq
　 2が所以上正しくできれぱ合格とする。

　　　「マンマ」 だけ言うが他はアーアと声を出したり
　　手をびっぱって要求を示すように1’曽2の場合の』／
　　みことばで要求するというものは∫できラ」にせ
　　ず，「時々でき．る」にテェックする。1

・翫・ 蜘たことばか部即し獅こ酬
　　　おとな同士の会話をきいていてその中のことぱを
　　　まねするのでもよく，子ξもに話しかけなこと娯i
　　　をまねてくり 返すのでもよい軌したがって， こど
　　一もの表出言籍のレペートリーに含まれるも のでも
　　 よいし，含まれていない新しいこ5とばでもよい。
　　　ことぱをまねるということ嫉子描レこと2て可
　　　のことばの意味理解がすすんでいることをがす。

f6．．名前を呼ばれるεr・・イjと返競はず弛

　　　鯉欝ξ 「ノ 弊事を欝苧ll嘩れ、

17．お父さんやお母ざんに何かして欲・しい時「ババ』
　　「ママ」と呼びかけて要求しますか。
　　　「ママ＞　ジゴ画界」　とレ・うよ うに「呼びかけ＋、対：

　　 象語」もしく、は，Eパバ，トッテ」「苓バ， アソボ，
　　　ウ」のよ『うにr「呼びがけ十要求謡』の形で要求の，

・・、 表現をするか側

f3．二「丼バ，カイシモエ 「牙ジ，キ』イコウ』 などのよう
　　に2つのことぱをつないで語しますか。、
　　　二語文がいえるか具体例を聞いて確かめるし
　　　二語文は風現したが， 特定の1㌣2の場合だけ．と：1
　　　いうのは「時々できる」にチ革 ッタす多。

19． 友だちめ名前を覚えて雷妥・ますか。

．さδ縣脚簾窪残欝呼んだり

20．簡単な質問にことばで答えられますか。
翫　・眼前にあるものを指示してごと ばで言うのではな1
　　 く現実にない事象についてこと ばで答えられるかi
｛、1 」をみるづ r　　 　　　　　　　　∵
　　　したがらて，‘「お姉ぢゃんはどとにいら、ため』「動

　　　物園に何がいたの」「屋上で何にのったの」など

　』 暢弊襲薯慧三窃藤∫孝皇塑
、［くq

　　　「イラーイ』　「アッチ」と指さすな、どば不令格。

　　　　　　　　　　　　　　　　　11㌧二一二

21．自分のことを名前で言いま’すか．”r一
　　　自分のことを「ヒ・チャ7』などのように名前燈i
　　　言っだり，「ボク」「ワタ ン」 など≧咲琴ば台格。

22．　山レナアニ』または「ナ三，〆ナニ」 ときぎたがり

　　ますか。
　　　まわりの凄象に興味をもって「ヨヒナア．i乳コレ
　　　ナアニ」ときくことカ｛多いか。　　　　　　こ・

　　　餓朧響為がる・．r物轡夕！こ
　　　最近「コレナアニ」という質問が出．て来わと炉う1
　　　場合は「時々でぎる」にチェックするら
　　　単に指さしておとなに言わせるものは不合格6・

231 「ボクノ自動車』「ママノ膏靴』 めよらに，・「誰々

、の何何」という表現ができますか。
　　　助詞の使用をみる。ここでは使用形懇めは禽ぎり’

　　　している格助詞≒の聾を用いて連体修飾語が表秘
　　　できれぱよい。　　　　　　　 『　　　 r

　　 単に「ボクノ』「ママノ」とのみ言う場登は不倉格
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23』欲しいものがあっでも「あとで』といいきかせると
　　少しの聞我慢できますか。
　　　「・・」…したあとでね」などと智いきかせると理解
　　　してしばらくは要求しない。母親の雷った仕那が
　　　終るのをみて要求してくるなどを合格とする。
　　、雷いきかせても要求を固執したり 泣いたりする場
　　　合は不合格。

24，　「赤壱まどれ」　「黄色些ま」　「寄は∫『などきく と，　3色
　　堺上の色を正しく指さしますか。
　　言われた色と正しく対応した色を指さすことがで
　　　きればよい。
　　 指させる色は何かきいて確認する。

25．ことばで表現しきれないものを「コウナッテ，コウ
　　ナヅテ，コウイウノ」 というような表現を使って手
　　ぶり身ぶりで衷現しようとしますか6
　　　自分の経験したことを頭の中にイメ」ジに猫き，
　　　それを説明しようとするが，ことばで脱明しきれ
　　　ないでこのような形で衷現するか。

26，「○○ちゃんは男の子・女の子？」という ききかた
　　をした時「男ノ子」または「女オ子」というように
　　自分の性を正しく雷えますか。
　　　必ず「男の子・女の子」と並列してきいた場合の
　　　反応を求めること。男の子に対し「○○ちゃんは
　　　男の子？」ときき，　「ウソ⊥ξうなづくような答
　　　え方ではいけない。

27、お語をしてもらいたがり，聞いていた話が途切れる
　　と催促しますか。
　　　お話をきくことに興味があって，話が中断すると
　　　「それから』 「それからどうしたの」など話のつ
　　　づきを開きたがる行動がみられればよい。
　　　話の途中で他のことを話したり，中断すると他の
　　　ことを始めたりするのは不合格。

28．「2つちどうだい」　「3つちょうだい」というと2
　つまでまちがいなくその数を渡すことができますか
　　　1つ，2つについて言われた数と正しく対応した
　　　数を手渡すこ ζができればよい。

29、　「……の前において」　「……の後において」　「・一・

　　の横において』というと，ことばだけで前・後・横
　　の位置がわかり正しくおきますか。
　　　指さしなどして指示しなくてもことぱだけで言わ
　　　れた位置がわかり正しくおくことができるか。2
　　　か所以上正しくわかれぱ合格。

30．まま：ごと♂乗物ごっこなどでお母さん，赤ちゃん，

　　車掌さんなどの役割をとってそのつもりになって遊
　　　びますか◎
　　　象徴機能の発達をみる。ままごとなどで単純に動
　　作をまねたり，人に言われて動作するのではなく
　　　お母さん，卑購さんなどの役割をとって遊ぶこと
　　　ができればよい。

　4〉　テストの施行範囲・

　テストは6が月ごとめ年齢段階で区分されており，各

年齢段階に4佃6間の質開琿貝を配置してある。

　一般には，㌧子どもの該当年齢の質問から始めてみる。

骸当年齢の輩問に対し 「できない」「やったことがない」、

と悔うも爾が南れぱざらに下の段階の質問を課す。この

よ．うに して同ら年齢段晧の質問がいずれも「できる」ま

たは「時々できる」になるまで年齢段階を下げていく。

この状態が得られたらこれがテスト範囲の下限で，これ

24』絵をみて「これは何をしているの」とぎくと1　「ネ　　ソ不シテイル」　「ゴハン

　　眼前にある事象について叙述的な衷現ができるか
　　をみる。したがって単に，　「ネソネ」　「ゴハン」　　　のように一語文の応答ではいけない。

25．　「いくつ」ときかれると自分の年齢をおくちで雷え　　ますか。

　手で示すのではなく，ことばで正しく答えること　　　ができればよい。

26．　「お名前は」ときくと姓名を言うことができますか　　　名前をきいた時，名前だけで

なく姓と名が答えら
　　　れればよい。

27，4～5語つないだ文で話しますか。
　　助詞を用いて4文節以上の文で叙述することがで　　　きれぱよい。

　具体的な例示を求めて判断すること。

28、「お父さんの名前は」　「お母さんの名前は」ときく
　と両親の姓名を正しく答えますか。
　　両親の姓名を正しく言えればよい。

29、「……から……なづた」 と原因と結果を関係づけて
　話しますか。
　　「パバにおこられて泣いた」　「お姉ちゃんがいじ
　　めるから怒ってちょうだい」のように，原因と結
　果，理由と要求を関係づけて説明しようどするこ
　　とができるか。
　具体的な例示を求めて判断すること。一

31，「それで』　「それから」などのように接続詞を使っ　　て話しますか。　　表現内容が豊かになり，接続詞を使づて次々と話　　　すようになったか。

以下の質問は全部できるとみなして問診しなくてよい。

　上限の決め方は，これとは逆に同一年齢段階あ質問す

』べてが「できない」または「やったこどがない』になる

まで年齢段階を上げていく。

　理解・ 表出とも同じ方法ですす誇る。子どもによ＞宅

は，理解はすすんでいるが衷出が遅れているという場合

があり，このような場合はテストの施行範囲がアソバラ

ンスになるが，これは当然で必ずしも同一範囲を施行し

なくてよいo
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　言語発達に遅れがある子どものデズトをずる場合は，’く

年齢に関係なく，子どもの話すことぱのおおよその抹態

から判臥皐鱒の方法縦って下限1．堺が飾れ
るまで範囲毫広げヤ1雄貨する。　　　一一　　　i
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第：図　言語発達スクリー晶ングテストの平均得点と

　　　スクリー晶ソグ基準点（合計点）
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　年齢段階を3か月の巾で区分して，そこに基準点を示

してあるので，同じ年齢段階でも月齢の低い子どもにと

ってはやや厳しい基準になるので，特にその子どもの得

点の逸脱度が小さい鵬にはめ点に含みをもって都

る嫉がある・テスト嫌を図1～2にブロッ咳罫
とにより，容易に判定することができる。

　また，それぞれの得点を各年齢段階の平均値と比較す

ることにより，その子どもの言語発達水準をおおよそ把

握することができる。

　8）利用上の注意
　このテストの選別は，あくまでも書語発達上問題のあ

りそうな子どもを選別することであって，選別された子

どもが直ちに言語障害児であるとか，言語発達上異常が

あるということではない。選別規準は統計的な操作で定

めたものであり，統計的な逸脱を即異常と断定してはな

らない。したがって選別された子どもの扱い，母親への
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第2図　言藷発達スク り一ニングラストの平均得点とスクリーニソグ基準点
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指導にに十分な配慮をもって，不安や混乱に陥しいれる

ことがないよう注意が必要であ多。

　このようなテストで，早期に子どもの言語発達を評価

する4とにはいくつかの問題や危険性がひそんでいる。

子どもの能力を評価するζいう人間性の本質にかかわる

問題もあり，また現状の言語発達の遅れが必ず将来的な

問題を残すともいいきれない。さらに早期に評価を下す

ことで母親の不安を招く危険性も考えちれる。

　こういう問題や危険を含んでいるがrそれでもなおス

クリーニソグテスト作成を意図したのは，雷語発達上，

乳幼児期の養育のあり方，特に養育者とのかかわりの重

要性を考え，早期指導の必要性を痛感するためである。
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また1問題点や危険性はテストを使用するものの意識に

より最小限におさえることができよう。したがって，ス

クリー昌ングされた子どもについては具体的な対策を講

じ，母親への積極的な援助をしていくことが必要条件と．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F’なる。

　子どもの言語発達の現状を的確㌍把握することによi

りi母親比対し，現在子どもが達している言語機能を説

、明したり・次鍛階への搬のためにどのようなカ・か物

、りが重要恥などについて，具体的な揖導や助言が可能に

なるはずである。早期スクリーニソグで早期治療， 早期

指導の効果をあげることこそ，真の目的である。
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